
様式４－２

９．経費の内訳 （単位：円）

事業
番号 個別事業名

公募要領の
取組例

予算措置年
度

交付金
予算年度

総事業費
（A=B+C+D)

本交付金
（B)

他の寄付金等
（C)

自己資金
（D)

備　　考

①
女性活躍推進フォーラム
開催事業

（１）
30年度当初
予算

29年度予算 426,293 213,000 0 213,293

0

0

0

合　　計 426,293 213,000 0 213,293

地域女性活躍推進交付金実績報告書（市町村分）

市町村名：滋賀県彦根市　　　　　　　　　　

１．事業名 女性活躍推進フォーラム開催事業

２．実施期間 平成30年4月4日　～　平成31年3月29日

３．事業の趣旨・目的

共働き世帯は増えているものの、依然として家庭生活における女性の責任や負担が大きい現状であり、女性活躍
を推進するためには、固定的な役割分業意識を払拭し、男性の積極的な家庭生活への参画が必要不可欠であ
る。従来の働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスが推進できるようにするため、市内事業所の経営者や管理職
の意識改革を目的に実施した。

４．事業内容

市内事業所の経営者や管理職を対象に開催した「女性活躍推進フォーラム」において、NPO法人ファザーリング・
ジャパン代表理事安藤哲也さんを講師に迎え講演を行いイクボスについての理解を深め、また、男女共同参画推
進事業者および市の機関から計4人に参加していただき職場の取組や自身の取組などについてパネルディスカッ
ションを行い、ワーク・ライフ・バランスの推進、さらには、女性が活躍できる社会の実現に向けて意識啓発を図っ
た。

５．事業効果及び
　　効果検証の概要

フォーラム参加者アンケートを行った結果、講演会およびパネルディスカッションについて参加者のほとんどが「大
変参考になった」「参考になった」と回答し、イクボス宣言について多くが「必要」と回答しており、参加者の理解は
得られた。一方、「民間企業で上手くいくのか」「人員を増やす必要がある」といった感想もあり、具体的な取組手
法を学ぶための研修が必要である。また、推進企業を増やすには、ワーク・ライフ・バランスやイクボス宣言、女性
活躍は事業所にメリットがあると思ってもらう必要がある。

注５）「９．経費の内訳」において「他の寄付金等」がある場合は、備考欄に内容が分かるよう記載してください。
注６）本様式はＡ４で3枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。

注４）「９．経費の内訳」の交付決定事業について、「29年度予算」、「29年度補正予算」、「30年度予算」のいずれかを記載してください。

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

参加者には、ワーク・ライフ・バランスやイクボス宣言、女性活躍の必要性の理解は得られた。しかしながら、フォー
ラム参加者は120人（目標300人）で、滋賀県イクボス宣言市内企業登録数は15社(目標25社)と目標値を下回る結
果となった。企業が参加しやすい日時設定を行う必要がある。また、今後も、引き続きイクボスの推進を図る必要が
ある。

７．今後の課題

イクボス宣言事業所は、まだまだ少なく、女性活躍推進のためイクボス宣言を行う事業所を増やす必要があり、必
要性を啓発するとともに、働き方の見直しやワーク・ライフ・バランスの具体的な取組手法について学ぶ機会を持
つ必要がある。また、ワーク・ライフ・バランスやイクボス宣言、女性活躍に取り組むメリットを感じてもらう必要があ
る。

８．事業の実施体制
女性活躍推進フォーラム協議会(学識経験者、産業団体関係者、行政機関関係者、金融機関関係者、労働団体
関係者、農林水産団体関係者、教育機関団体関係者)を設置し、連携を行った。また、他市町へ事業周知を行い
参加を呼び掛けた。フォーラム参加者に、県制度の周知を図った。

10．担当者名及び連絡先
滋賀県　彦根市　企画振興部　企画課　女性活躍推進室
　TEL:0749-30-6113　FAX:0749-22-1398　E-mail：danjo@ma.city.hikone.shiga.jp

11．事業実施及び連携工程 様式４－２－１に記載

注３）「９．経費の内訳」の「予算措置年度」は、実施主体における予算措置状況について「29年度補正予算」、「30年度当初予算」、「30年度補
正予算」のいずれかを記載してください。

注１）「９．経費の内訳」の「事業番号」及び「個別事業名」は、様式４－２－２と整合性をとって記載してください。
注２）「９．経費の内訳」の「公募要領の取組例」は、公募要領第２【取組例】（１）、（２）、（３）、（４）から選択してください。


